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報告書の主な修正部分 

 

◆ｐ1 「はじめに」を追加しました 

 

◆ｐ4 「１ 新宿区の外国人住民」に「（１１ 外国人住民の人口の推移」「（１） 国別 の人口」

の統計データを追加しました。 

 

◆ｐ5 「） 新宿区の多文化共生施策」を追加しました。 

 

◆ｐ24 写真を追加しました。 

 

◆ｐ25 第９回会議の意見を追加しました。 

第１０回会議１7/31 の主なご意見も追加する予定です。 

 

◆ｐ26 委員意見「提言の中に課題も書いてあるが、分かるようにするとよい。」を反映して、課

題を記載しました。 

 

◆ｐ27～32 委員意見「似通った部分がある」「ボランティアを強調するとよい」等を反映して、 

構成を見直しました 

修正前 修正後 

１ 文化体験やイベント、地域活動など交流の機会は

様々である 

 ・文化体験は多文化共生の意識を醸成させる 

・文化体験から日本人と外国人との交流へ 

 ・交流の機会は様々である 

２ 日本人と外国人との協働による交流の促進 

 ・日本人と外国人との協働によりイベントや 

地域活動の運営に取り組む 

 ・ボランティア活動への参加促進 

３ 多様な世代（親子、高齢者 若者）の参加促進 

４ 交流を促進するための効果的な情報発信 

５ 新宿区は多文化共生のモデルケースである 

１ 文化体験から交流へ 

 

 

 

２ 交流の機会は様々である 

３ 日本人と外国人との協働による交流の促進 

（ボランティア活動を含む） 

 ・ボランティア活動への参加促進 

 

４ 多様な世代（親子、高齢者 若者）の参加促進 

５ 交流を促進するための効果的な情報発信 

６ 新宿区は多文化共生のモデルケースである 

 

◆ｐ27・28・30・31・32 

委員意見「提言として「～すべき」という表現を加えるとよい。」を反映して、「～すべき」と

いった文章に加筆修正しました。 

ｐ27 「～文化体験から交流へと発展させるべきである。」 

ｐ28 「～地域イベント等を積極的に情報発信し、日本人と外国人の協働による交流を促進すべきで

ある。」 

ｐ30 「～イベントや地域活動への、多様な世代の参加を促進すべきである。」 

ｐ31 「～様々な手法により効果的な情報発信に取り組むべきである。」 

ｐ32 「～新宿区の地域特性や魅力を積極的に発信していくべきである。」 

資料１ 
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◆ｐ28 

委員意見「ボランティアを強調して書くとよい。」を反映して、項目に「ボランティア活動を含

む」を追加しました。 

 

◆ｐ29 の上から 10～16 行目 

委員意見「日本人は外国人と積極的に関わり、意識を変えるという文章を入れるとよい。」を反

映して、文章を追加しました。 

 

◆ｐ29 の下から 4～7行目 

委員意見「ボランティア参加は清掃活動だけでなく、高齢者の見守りなどの地域課題への参加

も書くとよい。」を反映して、文章を追加しました。 

 

◆ｐ31 の下から 12～14 行目 

委員意見「SNS 等の情報提供が効果的との記述に、多文化共生実態調査のデータを書くとよ

い。」を反映して、多文化共生実態調査の結果を追加しました。 

 

◆ｐ31 の下から 6～8行目 

委員意見「情情報提供について、日本語学校などのメーリングリストの活用を書くとよい。」を

反映して、文章を追加しました。 

 

◆ｐ32 

 委員意見「新宿区の魅力や特性も記述するとよい。」を反映して、文章を追加しました。 

 

※ 上記のほか、会議でのご意見を、いくつかを提言に書き加えています。 


